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「道徳の時間」学習指導案 
 

 

         

１ 学 年  第２学年３組  35 名 

２ 主題名   やり抜く心           内容項目 Ａ－希望と勇気，努力と強い意思 

３ 教材名  さかあがりできたよ  (出典：「みんなたのしく」東京書籍) 

４ 主題設定の理由 

〇 児童が一人の人間として自立し，よりよく生きていくためには，やるべきことは，し

っかりとやり抜こうとする意思や，自分自身を高めていこうとする意欲を持つことが大

切である。そのために，どんな困難や失敗も乗り越え，努力できるようになることが必

要となる。 

小学校の低学年においては，好き嫌いで物事を判断し，つらいことや苦しいことが 

あると，くじけてしまう傾向がある。自分がやるべきこと，できるようになりたいこと

を続けると，頑張った分だけできることが増えていき，成長した自分になれる。途中で

諦めないことは，自分自身を高めていくために大切であることを理解し,最後まで取り

組む態度を育てたいと考え，本主題を設定した。 

 

○ 本学級の児童の実態を把握するため，事前の意識調査を行った。 

 

アンケートから，本学級の児童の実態を次のように分析した。 

・  本学級の児童のほとんどは,できるようになりたいことやチャレンジしてみたいことを

持っているが，ほとんどの児童ができるようになりたいことを途中で諦めた経験もある

と答えている。諦めた理由としては，「算数の問題を考えてもできなかった」「続ける

ことが面倒だった」という事が挙げられている。 

・  本学級の児童は，できるようになるまで練習したり，練習を続けたりしようという肯 

定的意識は高いが，その中には「できなくても困らないから」「どうせ，できないか 

ら諦める」などの否定的な考えもある。このことから，頑張ろうという気持ちがあっ 

ても，できないことが続くと，途中で諦めてしまう傾向にある。 

質 問 内 容 肯定的回答 否定的回答 

①できるようになりたいこと，チャレンジしてみた 

いことは，ありますか。 

 94% (32/34)  ６% (２/34) 

 

②できるようになりたいことをあきらめたことが

ありますか。 

 45% (15/34)   55%（19/34） 

③なかなかできなかったら，どんな気持ちになり 

ますか。  

ポジティブ 

86％（25/34） 

・もっと練習を頑

張ろう。 

・次はできるかも。 

ネガティブ 

26％（９/34） 

・嫌だなあ。 

・何でできないの。 

④できるようになりたいことが，なかなかできなか

ったらどうしますか。 

練習を続ける 

83％（28/34） 

 

諦める 

17％（６/34） 
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 〇 指導にあたって，導入では，事前に行ったアンケートの集計を提示し，クラスのみん

なの，どんなことができるようになりたいかを知り，教材への方向付けを行う。 

基本発問では，練習してもできない「わたし」の「悔しい」「止めたい」「頑張ろう」

などといった葛藤をとらえさせる。 

中心発問では，何日も練習してさかあがりが，やっとできるようになって走って帰っ

ていく「わたし」の気持ちを考えさせ，努力をしている過程の粘り強さや，できるよう

になった喜びを理解させ，努力することにどんなよさがあるかを考えさせていき，自分

自身がステップアップするなどの，よさがあることに気づかせたい。 

終末では，児童の経験をつなげて価値付け，これまで努力してきた自分に気付かせな

がら，今頑張っていることに向かって途中やめしないで頑張りたいという思いを持たせ

て終わらせたい。 

    

５ 他教科等との関連 
 福山 100NEN 教育における本校の【２１世紀型“スキル＆倫理観”】においては，低学

年の目標である「途中で課題を投げ出さず，最後までやりきる」に関連している。 

この内容項目は，各教科や常時活動などを通して幅広く関連が見られる。体育科での

鉄棒，マット運動など，本教材と重なる部分もある。また，算数科での計算問題，国語

科では，文章を読んだり自分の考えを書いたりする部分にも当たる。音楽発表会，マラ

ソン大会等の学校行事を通して諦めずに努力を続けることで，よりよい自分になれるこ

とを実感できるよう，今後の体験と結びつけられる指導を行いたい。 

 

６ ねらい  
自分がやろうと決めたことを途中で諦めずにつづけていくと，大きく成長した自分に

なれることを理解し，自分で決めたことを達成するために，最後までやり抜こうとする
態度を養う。    

 

 

７ 準備物  場面絵 短冊 ワークシート 座席表 

８ 学習過程 

 学 習 活 動 主な発問と児童の心の動き 支援（○）・評価（★） 

導

入 

１「できるようになりた

いこと」の結果を見

る。 

 

○この表（「できるようになりたいこと」のアンケ

ート集計）を見てみましょう。 

○できるようになりたいことを

まとめ，児童がクラスの様子を

見つめられるようにし，教材に

つなげる。
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

２教材「さかあがりでき

たよ」の前段を聞き，

話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教 材 後 段 を 聞 き ， 

「わたし」が気付いた

ことについて考える。 

 

 

 

・練習してもできないなら，もうしたくないなあ。 

・がっかり。 

・どうして，できないのだろう。 

・手伝ってもらったらできるのに。 

・どうやったらできるのかな。 

・練習する量をふやしたらいいのかな。 

・くやしいな 

・できるようになるまで頑張るぞ。 

 

 

 

 

○逆上がりがなかなか出来ない

ネガティブな「わたし」の気持

ちと，前向きな「わたし」の気

持ちを考えさせる。 

○何日も練習し続けていること

に着目し，できるようになりた

い思いの強さを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れんしゅうしたけれど，それでもできない「わ

たし」はどんなことを思ったでしょう。 

 

（できた。やっとできた。）この時「わたし」

はどんな事を考えていたでしょうか。 
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４これまでに，努力して

できるようになった

ことを発表する。 

 

 

 

 

 

 

＜Ａ:できたことへの喜び＞ 

・やったあ。できた。 

・嬉しい。 

・さきちゃんのようになれたよ。 

＜Ｂ:母への感謝＞
 ・お母さん，応援してくれてありがとう。 

・お母さんに見てもらいたい。 

・お母さん，できるようになったよ。 

＜Ｃ:勤勉・努力＞ 

・私，頑張った。 

・大変だったけれど，最後まで頑張れた自分は， 

すごい。 

・逆上がりができるようになると，決めたから 

頑張れた。 

・練習していくと，だんだん上手になっていくんだ。 

・毎日練習したから，できるようになったんだ。 

 

・もっといろいろな技ができるようになりたい。 

・自信がついた。 

・まだまだ頑張ればできると思うから。 

 

 

 

 

・もっと，上手になってできる技が増える自分。 

・同じようにがんばる友だちに教えられる自分。 

・続ける力がつく自分。 

・チャレンジする自分。 

・新しい自分。 

・自信がついた自分。 

  

 

 

 

・繰り上がりのたしざんが，難しくてなかなかでき

なかったけれど，毎日練習したら，少しずつ，早

くできるようになりました。 

・鍵盤ハーモニカの曲がなかなか吹けるようになら

なかったけれど，諦めなかったら，吹けるように

なった。 

○ワークシートに書かせること

により，「わたし」の気持ちを

じっくりと考えさせる。 

 

○座席表で見取り，意図的指名に

生かす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★自分がやろうと決めたことを
途中で諦めずにつづけていく
と，大きく成長した自分になれ
ることを理解し，自分で決めた
ことを達成するために，最後ま
でやり抜こうとする思いを持
つことができたか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

 

５自分の振り返りを交

流する。 
 ○ワークシートを活用し，本時の

道徳的価値について自分の考

えをまとめさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで，できるようになったこと，頑張

ってきたことには，どんなことがあります

か。その時，どんな気持ちでしたか。 

さかあがりができる

まで大変だったの

に，また新しい技に

挑戦したいと思うの

でしょう。 
あきらめずに練習をつづけると，どんな自分にな

れたでしょう。 
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９ 板書計画 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１０ ワークシート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

①
（
で
き
た
。
や
っ
と
で
き
た
。
）
こ
の
時
、 

「
わ
た
し
」
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。 

 

さ
か
あ
が
り
で
き
た
よ 

名
前
（ 

 
 

 
 

 
 

） 

  

走って帰って 

いる「わたし」 

の挿絵 

 

さ
か
あ
が
り
で
き
た
よ 

                       

   ワークシート 

 

 決まった型はありませんが，書かせるスペースをどのくらい与えるかなど意図をもって作成す

ること。 

 最低限，中心発問と振り返りで，自分の思いを整理する欄は設けること。 

 挿絵は著作権の関係上，載せない。 

                       

   板書計画 

 

 児童の反応予想は，できるだけ多く記載する。 

 挿絵，短冊も明記する。 

 学んだ道徳的価値を目立たせて明記する。 

 配置を考え，構造的となるよう意識して作成する。 

 枠からはみ出さないように，また，印刷してすべてが表示されているか確認をする。 

自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。 

４ 

３ 

２ 

１ 

 

今
日
の
じ

ゅ
ぎ
ょ

う
で

新
し
い
は
っ
見
が
あ
っ

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４ 

３ 

２ 

１ 

 

友
だ
ち
の
考
え
を
聞
い
て
、
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
う
こ
と
が 

あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

４ 

３ 

２ 

１ 

 

★
今
日
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
新
し
く
は
っ
見
し
た
こ
と
、「
な
る
ほ
ど
」

と
思
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

「
そ
う
だ
」
と
思
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

こ
と
、
納
得
し
た
こ
と
な
ど
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

れ
ん
し
ゅ
う
し
て

も
，
で
き
ま
せ
ん 

夏
休
み
に
入
っ
て 

ひ
ざ
の
す
こ
し
上
が
と
ど
く 

 

お
か
あ
さ
ん 

「
も
う
す
こ
し
よ
。
」 

・
み
ほ
ち
ゃ
ん
す
ご
い
。 

・
く
や
し
い
。 

・
先
生
に
手
つ
だ
っ
て

も
ら
っ
た
ら
，
で
き

た
の
に
。 

・
な
ん
で
で
き
な
い
の
。 

・
一
人
で
は
や
っ
ぱ
り

無
理
だ
よ
。 

 

さかさじゃ

んけんをし

ている挿絵 

体
い
く
の
時
間 

練習を続ける 

「わたし」の挿絵 

八
月
十
二
日 

・
や
っ
た
あ
。
で
き
た
。 

・
う
れ
し
い
。 

・
さ
き
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
な
れ
た
。 

・
お
か
あ
さ
ん
あ
り
が
と
う
。 

・
お
か
あ
さ
ん
に
見
て
ほ
し
い
。 

・
毎
日
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
よ
か
っ
た
。 

・
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
ら
、
で
き
る
。 

・
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
。 

・
で
き
る
こ
と
が
ふ
え
た
。 

・
あ
た
ら
し
い
自
分
に
な
れ
る
。 

・
で
き
る
こ
と
が
ふ
え
た 

 

 

がんばった自分 

すてきな 

自分 

 

逆上がりがで

きた「わたし」

の挿絵 

「
で
き
た
。
や
っ
と
で
き
た
。
」 

カ
レ
ン
ダ
ー 
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【道徳的価値の自覚を深める指導にするために】 

行い 

行動 

・さかあがりが出できて（できた。やっとできた。）と思う。 

・家に走って帰る。 

登場人物が 

感じたこと 

考えたこと 

・うれしいな。 

・お母さん，ありがとう。 

・みほちゃんのようになれた。 

・練習を諦めずに頑張ってよかった。 

・他の技にも挑戦しよう。 

 

道徳的価値 

考え方 

生き方 

信念 

・諦めずに頑張ると，できるようになることが増える。 

・他の事，新しい技に挑戦しようと，やる気になれる。 

・素敵な自分になれる。 

・新しい自分になれる。 

 

 

（ ２ ）年（ ３ ）組 

内容項目  Ａ－希望と勇気，努力と強い意思 

教材名 さかあがりできたよ 


